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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に入賞について発生を許容するか否かを決
定する手段であり、１ゲームにつき複数種類の入賞の発生を許容する旨の決定を行うこと
が可能な事前決定手段と、
　ｎ（ｎは正の整数）ずつ増加する値であり、前記事前決定手段の決定結果に対応して一
意的に定められた複数の決定番号から、前記事前決定手段の決定結果に対応する決定番号
を設定する決定番号設定手段と、
　前記可変表示装置に表示結果を導出させる際に用いる導出制御データを格納する導出制
御データ格納領域を含むデータ格納手段と、
　前記決定番号設定手段により設定された決定番号を用いて、前記データ格納手段の格納
領域に割り当てられたアドレスであり、前記決定番号に応じたアドレスを算出するアドレ
ス算出手段と、
　前記アドレス算出手段により算出されたアドレスに基づいて、前記導出制御データ格納
領域に格納されている導出制御データから前記決定番号に対応する導出制御データを選択
する導出制御データ選択手段と、
　前記導出制御データ選択手段により選択された導出制御データに基づいて前記可変表示
装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と、
　前記事前決定手段の決定結果に基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビット毎に該
入賞が当該ゲームにおいて許容されているか否かを特定可能な異常入賞判定用データを設
定する異常入賞判定用データ設定手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出された後、該導出された表示結果に基づいて入賞の
種類毎に割り当てられたビット毎に該入賞が発生したか否かを特定可能な入賞結果データ
を設定する入賞結果データ設定手段と、
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　前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用データ及び前記入
賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り
当てられたビット同士の値を演算する演算手段と、
　前記演算手段により算出された各ビットの値に基づいて異常入賞か否かを判定する異常
入賞判定手段と、
　前記ゲームの開始操作がなされたタイミングで、乱数値データを取得する乱数値データ
取得手段と、
　入賞の種類毎に、前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の
数を示す判定値数データを記憶する判定値数データ記憶手段と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、
　前記判定値数データ記憶手段に記憶された判定値数データを、入賞毎に順次前記乱数値
データに加算する加算手段を含み、
　前記加算手段の加算結果が所定の範囲を越えたか否かを判定し、該所定の範囲を越える
と判定されたときの加算を行った判定値数データに対応する入賞の発生を許容する旨を決
定する
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に入賞について発生を許容するか否かを決
定する手段であり、１ゲームにつき複数種類の入賞の発生を許容する旨の決定を行うこと
が可能な事前決定手段と、
　ｎ（ｎは正の整数）ずつ増加する値であり、前記事前決定手段の決定結果に対応して一
意的に定められた複数の決定番号から、前記事前決定手段の決定結果に対応する決定番号
を設定する決定番号設定手段と、
　前記可変表示装置に表示結果を導出させる際に用いる導出制御データを格納する導出制
御データ格納領域を含むデータ格納手段と、
　前記決定番号設定手段により設定された決定番号を用いて、前記データ格納手段の格納
領域に割り当てられたアドレスであり、前記決定番号に応じたアドレスを算出するアドレ
ス算出手段と、
　前記アドレス算出手段により算出されたアドレスに基づいて、前記導出制御データ格納
領域に格納されている導出制御データから前記決定番号に対応する導出制御データを選択
する導出制御データ選択手段と、
　前記導出制御データ選択手段により選択された導出制御データに基づいて前記可変表示
装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と、
　前記事前決定手段の決定結果に基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビット毎に該
入賞が当該ゲームにおいて許容されているか否かを特定可能な異常入賞判定用データを設
定する異常入賞判定用データ設定手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出された後、該導出された表示結果に基づいて入賞の
種類毎に割り当てられたビット毎に該入賞が発生したか否かを特定可能な入賞結果データ
を設定する入賞結果データ設定手段と、
　前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用データ及び前記入
賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り
当てられたビット同士の値を演算する演算手段と、
　前記演算手段により算出された各ビットの値に基づいて異常入賞か否かを判定する異常
入賞判定手段と、
　前記ゲームの開始操作がなされたタイミングで、乱数値データを取得する乱数値データ
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取得手段と、
　入賞の種類毎に、前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の
数を示す判定値数データを記憶する判定値数データ記憶手段と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、
　前記判定値数データ記憶手段に記憶された判定値数データを、入賞毎に順次前記乱数値
データから減算する減算手段を含み、
　前記減算手段の減算結果が所定の範囲を越えたか否かを判定し、該所定の範囲を越える
と判定されたときの減算を行った判定値数データに対応する入賞の発生を許容する旨を決
定する
　ことを特徴とするスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に入賞について発生を許容するか否かを決
定する手段であり、１ゲームにつき複数種類の入賞の発生を許容する旨の決定を行うこと
が可能な事前決定手段と、
　ｎ（ｎは正の整数）ずつ増加する値であり、前記事前決定手段の決定結果に対応して一
意的に定められた複数の決定番号から、前記事前決定手段の決定結果に対応する決定番号
を設定する決定番号設定手段と、
　前記可変表示装置に表示結果を導出させる際に用いる導出制御データを格納する導出制
御データ格納領域を含むデータ格納手段と、
　前記決定番号設定手段により設定された決定番号を用いて、前記データ格納手段の格納
領域に割り当てられたアドレスであり、前記決定番号に応じたアドレスを算出するアドレ
ス算出手段と、
　前記アドレス算出手段により算出されたアドレスに基づいて、前記導出制御データ格納
領域に格納されている導出制御データから前記決定番号に対応する導出制御データを選択
する導出制御データ選択手段と、
　前記導出制御データ選択手段により選択された導出制御データに基づいて前記可変表示
装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と、
　前記事前決定手段の決定結果に基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビット毎に該
入賞が当該ゲームにおいて許容されているか否かを特定可能な異常入賞判定用データを設
定する異常入賞判定用データ設定手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出された後、該導出された表示結果に基づいて入賞の
種類毎に割り当てられたビット毎に該入賞が発生したか否かを特定可能な入賞結果データ
を設定する入賞結果データ設定手段と、
　前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用データ及び前記入
賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り
当てられたビット同士の値を演算する演算手段と、
　前記演算手段により算出された各ビットの値に基づいて異常入賞か否かを判定する異常
入賞判定手段と、
　前記ゲームの開始操作がなされたタイミングで、乱数値データを取得する乱数値データ
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取得手段と、
　入賞の種類毎に、前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の
数を示す判定値数データを記憶する判定値数データ記憶手段と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、
　前記判定値数データ記憶手段に記憶された判定値数データを、入賞毎に順次前記乱数値
データに加算する加算手段を含み、
　前記加算手段の加算結果が所定の範囲を越えたか否かを判定し、該所定の範囲を越える
と判定されたときの加算を行った判定値数データに対応する入賞の発生を許容する旨を決
定する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、事前決定手段によりいずれか１つの入賞の発生を許容する旨が決定
されたか、複数種類の入賞の発生を許容する旨が決定されたか、に関わらず、ｎ（ｎは正
の整数）ずつ増加する値であり、事前決定手段により決定された決定結果に対して一意的
な決定番号が設定されるので、事前決定手段によりいずれか１つの入賞の発生を許容する
旨が決定されている状況であっても、複数種類の入賞の発生を許容する旨が決定されてい
る状況であっても、ともに当該決定番号を用いて算出したアドレスに基づいてデータ格納
手段に格納されている導出制御データを選択すれば良く、導出制御データを選択する際に
、従来のように全ての入賞についての当選フラグを確認せずに済むので、導出制御データ
を選択する際の処理を簡略化することができる。
　また、決定番号がｎ（ｎは正の整数）ずつ規則的に増加する値であるため、従来のよう
に当選した入賞に対して割り当てられたビットを１とする当選フラグ、すなわち規則的に
増加しない値を用いるよりも、決定番号に応じたアドレス、すなわち導出制御データを選
択する際に用いるアドレスを簡単な計算で算出することが可能となる。
　また、異常入賞か否かの判定を行う際には、異常入賞判定用データ及び入賞結果データ
において同一の種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を演算し、その結果を判定す
るのみで異常入賞か否かを判定することが可能となり、従来のように成立している入賞の
当選フラグのビットをわざわざ特定して、その特定したビットの値を確認する必要もない
ので、異常入賞か否かの判定を行う際の処理も簡略化することができる。
　本発明の請求項２に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に入賞について発生を許容するか否かを決
定する手段であり、１ゲームにつき複数種類の入賞の発生を許容する旨の決定を行うこと
が可能な事前決定手段と、
　ｎ（ｎは正の整数）ずつ増加する値であり、前記事前決定手段の決定結果に対応して一
意的に定められた複数の決定番号から、前記事前決定手段の決定結果に対応する決定番号
を設定する決定番号設定手段と、
　前記可変表示装置に表示結果を導出させる際に用いる導出制御データを格納する導出制
御データ格納領域を含むデータ格納手段と、
　前記決定番号設定手段により設定された決定番号を用いて、前記データ格納手段の格納
領域に割り当てられたアドレスであり、前記決定番号に応じたアドレスを算出するアドレ
ス算出手段と、
　前記アドレス算出手段により算出されたアドレスに基づいて、前記導出制御データ格納
領域に格納されている導出制御データから前記決定番号に対応する導出制御データを選択
する導出制御データ選択手段と、
　前記導出制御データ選択手段により選択された導出制御データに基づいて前記可変表示
装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と、
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　前記事前決定手段の決定結果に基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビット毎に該
入賞が当該ゲームにおいて許容されているか否かを特定可能な異常入賞判定用データを設
定する異常入賞判定用データ設定手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出された後、該導出された表示結果に基づいて入賞の
種類毎に割り当てられたビット毎に該入賞が発生したか否かを特定可能な入賞結果データ
を設定する入賞結果データ設定手段と、
　前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用データ及び前記入
賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り
当てられたビット同士の値を演算する演算手段と、
　前記演算手段により算出された各ビットの値に基づいて異常入賞か否かを判定する異常
入賞判定手段と、
　前記ゲームの開始操作がなされたタイミングで、乱数値データを取得する乱数値データ
取得手段と、
　入賞の種類毎に、前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の
数を示す判定値数データを記憶する判定値数データ記憶手段と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、
　前記判定値数データ記憶手段に記憶された判定値数データを、入賞毎に順次前記乱数値
データから減算する減算手段を含み、
　前記減算手段の減算結果が所定の範囲を越えたか否かを判定し、該所定の範囲を越える
と判定されたときの減算を行った判定値数データに対応する入賞の発生を許容する旨を決
定する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、事前決定手段によりいずれか１つの入賞の発生を許容する旨が決定
されたか、複数種類の入賞の発生を許容する旨が決定されたか、に関わらず、ｎ（ｎは正
の整数）ずつ増加する値であり、事前決定手段により決定された決定結果に対して一意的
な決定番号が設定されるので、事前決定手段によりいずれか１つの入賞の発生を許容する
旨が決定されている状況であっても、複数種類の入賞の発生を許容する旨が決定されてい
る状況であっても、ともに当該決定番号を用いて算出したアドレスに基づいてデータ格納
手段に格納されている導出制御データを選択すれば良く、導出制御データを選択する際に
、従来のように全ての入賞についての当選フラグを確認せずに済むので、導出制御データ
を選択する際の処理を簡略化することができる。
　また、決定番号がｎ（ｎは正の整数）ずつ規則的に増加する値であるため、従来のよう
に当選した入賞に対して割り当てられたビットを１とする当選フラグ、すなわち規則的に
増加しない値を用いるよりも、決定番号に応じたアドレス、すなわち導出制御データを選
択する際に用いるアドレスを簡単な計算で算出することが可能となる。
　また、異常入賞か否かの判定を行う際には、異常入賞判定用データ及び入賞結果データ
において同一の種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を演算し、その結果を判定す
るのみで異常入賞か否かを判定することが可能となり、従来のように成立している入賞の
当選フラグのビットをわざわざ特定して、その特定したビットの値を確認する必要もない
ので、異常入賞か否かの判定を行う際の処理も簡略化することができる。
　尚、所定数の賭数とは、少なくとも１以上の賭数であって、２以上の賭数が設定される
ことや最大賭数が設定されることでゲームが開始可能となるようにしても良い。また、複
数の遊技状態に応じて定められた賭数が設定されることでゲームが開始可能となるように
しても良い。
　また、前記事前決定手段が、１ゲームにつき複数種類の入賞の発生を許容する旨の決定
を行うことが可能であるとは、そのゲームにおいて複数種類の入賞の発生を許容する旨の
決定を行うものであっても良いし、前のゲームからいずれかの入賞の発生を許容する旨の
決定が持ち越されている状態で、新たに他の入賞の発生を許容する旨を決定することで、
双方の入賞の発生を許容する旨の決定を行うものであっても良い。
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　また、ｎ（ｎは正の整数）ずつ増加する値とは、例えば、０、１、２、３…や０、２、
４、６…、０、３、６、９…などの値であれば良い。
　また、前記導出制御データとは、前記可変表示装置の表示結果を導出する際に用いるデ
ータであり、制御内容そのものが格納されているデータであっても良いし、制御内容が格
納されているデータを特定する際に参照するデータ（例えば、制御データの格納先のアド
レスなど）であっても良い。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の手段１に記載のスロットマシンは、請求項１または２に記載のスロットマシン
であって、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記事前決定手段の決定結果に基づいて、入賞
の種類毎に割り当てられたビットのうち、当該ゲームにおいて許容されている入賞に割り
当てられたビットの値を０とし、当該ゲームにおいて許容されていない入賞に割り当てら
れたビットの値を１とする異常入賞判定用データを設定し、
　前記入賞結果データ設定手段は、前記可変表示装置の表示結果が導出された後、入賞の
種類毎に割り当てられたビットのうち、該導出された表示結果に基づいて発生した入賞に
割り当てられたビットの値を１とし、該導出された表示結果に基づいて発生していない入
賞に割り当てられたビットの値を０とする入賞結果データを設定し、
　前記演算手段は、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用
データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の
種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理積演算し、
　前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０以外
の値が１つでもある場合に異常入賞と判定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、異常入賞か否かの判定を行う際には、異常入賞判定用データ及び入
賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理積演算し
、その演算結果のうち、０以外の値が１つでもあるか否かを判定するのみで異常入賞か否
かを判定することが可能となり、従来のように成立している入賞の当選フラグのビットを
わざわざ特定して、その特定したビットの値を確認する必要もないので、異常入賞か否か
の判定を行う際の処理も簡略化することができる。
　尚、前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０
以外の値が１つでもある場合に異常入賞と判定しているが、前記演算手段により算出され
た各ビットの１と０を反転する演算を行った後、各ビットの値のうち、０が１つでもある
場合に異常入賞と判定するようにしても良い。
　また、前記演算手段が、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞
判定用データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて
同一の種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を否定論理積演算し、前記異常入賞判
定手段が、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０が１つでもある場合に
異常入賞と判定するようにしても良い。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の手段２に記載のスロットマシンは、請求項１または２に記載のスロットマシン
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であって、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記事前決定手段の決定結果に基づいて、入賞
の種類毎に割り当てられたビットのうち、当該ゲームにおいて許容されている入賞に割り
当てられたビットの値を１とし、当該ゲームにおいて許容されていない入賞に割り当てら
れたビットの値を０とする異常入賞判定用データを設定し、
　前記入賞結果データ設定手段は、前記可変表示装置の表示結果が導出された後、入賞の
種類毎に割り当てられたビットのうち、該導出された表示結果に基づいて発生した入賞に
割り当てられたビットの値を０とし、該導出された表示結果に基づいて発生していない入
賞に割り当てられたビットの値を１とする入賞結果データを設定し、
　前記演算手段は、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用
データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の
種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理和演算し、
　前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０が１
つでもある場合に異常入賞と判定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、異常入賞か否かの判定を行う際には、異常入賞判定用データ及び入
賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理和演算し
、その演算結果のうち、１つでも０があるか否かを判定するのみで異常入賞か否かを判定
することが可能となり、従来のように成立している入賞の当選フラグのビットをわざわざ
特定して、その特定したビットの値を確認する必要もないので、異常入賞か否かの判定を
行う際の処理も簡略化することができる。
　尚、前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０
が１つでもある場合に異常入賞と判定しているが、前記演算手段により算出された各ビッ
トの１と０を反転する演算を行った後、各ビットの値のうち、０以外の値が１つでもある
場合に異常入賞と判定するようにしても良い。
　また、前記演算手段が、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞
判定用データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて
同一の種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を否定論理和演算し、前記異常入賞判
定手段が、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０以外の値が１つでもあ
る場合に異常入賞と判定するようにしても良い。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の手段３に記載のスロットマシンは、手段１に記載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段の決定結果に基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビットのうち
、当該ゲームにおいて許容されている入賞に割り当てられたビットの値を１とし、当該ゲ
ームにおいて許容されていない入賞に割り当てられたビットの値を０とする第１のデータ
を設定する第１データ設定手段を備え、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記第１データ設定手段により設定された第１
のデータの各ビットの１と０を反転する演算を行うことにより第２のデータを算出し、該
算出した第２のデータを前記異常入賞判定用データとして設定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、一度、当該ゲームにおいて許容されている入賞に割り当てられたビ
ットの値を１とし、当該ゲームにおいて許容されていない入賞に割り当てられたビットの
値を０とする第１のデータ、すなわち従来からの当選フラグと同様のデータを作成した後
、この第１のデータの各ビットの１と０を反転して異常入賞判定用データを設定するので
、第１のデータを他の用途（例えば、外部へ出力する試験信号や他の基板へ出力するコマ
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ンドを作成する際のデータなど）に用いることも可能となる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の手段４に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１、２のいずれかに記
載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段の決定結果に対応する前記異常入賞判定用データを記憶する異常入賞
判定用データ記憶手段を備え、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記事前決定手段の決定結果に対応して前記異
常入賞判定用データ記憶手段に記憶されている異常入賞判定用データを設定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、事前決定手段の決定結果に対応して異常入賞判定用データ記憶手段
に記憶されているデータを参照するのみの簡単な手順で、異常入賞判定用データを設定す
ることができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の手段５に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１、２のいずれかに記
載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段により入賞の発生を許容する旨が決定されたか否かを特定可能な値で
ある決定結果情報を記憶する決定結果記憶手段を備え、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記決定結果記憶手段に記憶されている値を用
いて予め定められた演算を行うことにより前記異常入賞判定用データを算出し、該算出し
た異常入賞判定用データを設定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、決定結果記憶手段に記憶されている値を用いて予め定められた演算
を行うのみで異常入賞判定用データを設定することができるうえに、決定結果と異常入賞
判定用データの対応関係を定めたテーブルデータも必要ないので、プログラム容量を削減
することもできる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の手段６に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１～５のいずれかに記
載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段により遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞の
発生を許容する旨が決定されたか否かを特定可能な値である特別決定結果情報を記憶する
特別決定結果記憶手段と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞以外の通常入賞の発生を許容する旨が決定された
か否かを特定可能な値である通常決定結果情報を記憶する通常決定結果記憶手段と、
　１ゲーム毎に、前記通常決定結果記憶手段に、当該ゲームの事前決定手段による前記通
常決定結果情報を設定する通常決定結果情報設定手段と、
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　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされたときに、前
記特別決定結果記憶手段に、当該ゲームの事前決定手段により決定された特別入賞の発生
が許容されている旨を特定可能な特別決定結果情報を設定し、該特別決定結果情報を該許
容された特別入賞が発生するまで維持するとともに、該特別入賞が発生したときに、前記
特別決定結果記憶手段に、前記特別入賞の発生が許容されていない旨を特定可能な特別決
定結果情報を設定する特別決定結果情報設定手段と、
　を備え、
　前記決定番号設定手段は、前記特別決定結果記憶手段に記憶されている値と、前記通常
決定結果記憶手段に記憶されている値と、を用いて所定の演算を行うことにより前記決定
番号を算出し、該算出した決定番号を設定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別入賞の発生を許容する旨の決定が持ち越されているか否かに関
わらず、特別決定結果記憶手段に記憶されている値と、通常決定結果記憶手段に記憶され
ている値と、を用いて所定の演算を行うのみで決定番号を設定することができる。すなわ
ち常に共通の方法で決定番号を設定することが可能となる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の手段７に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に遊技状態の移行を伴う特別入賞及び該特
別入賞以外の通常入賞を含む入賞について発生を許容するか否かを決定する手段であり、
１ゲームにつき複数種類の入賞の発生を許容する旨の決定を行うことが可能な事前決定手
段と、
　ｎ（ｎは正の整数）ずつ増加する値であり、前記特別入賞の発生を許容する旨が決定さ
れたか否かを示す複数の特別決定番号から、前記事前決定手段の決定結果に対応する特別
決定番号を設定する特別決定番号設定手段と、
　前記ｎずつ増加する値であり、前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否かを
示す複数の通常決定番号から前記事前決定手段の決定結果に対応する通常決定番号を設定
する通常決定番号設定手段と、
　前記可変表示装置に表示結果を導出させる際に用いる導出制御データを格納する導出制
御データ格納領域を含むデータ格納手段と、
　前記特別決定番号設定手段により設定された特別決定番号と前記通常決定番号設定手段
により設定された通常決定番号とを用いて、前記データ格納手段の格納領域に割り当てら
れたアドレスであり、前記特別決定番号と前記通常決定番号との組み合わせに応じたアド
レスを算出するアドレス算出手段と、
　前記アドレス算出手段により算出されたアドレスに基づいて、前記導出制御データ格納
領域に格納されている導出制御データからいずれかの導出制御データを選択する導出制御
データ選択手段と、
　前記導出制御データ選択手段により選択された導出制御データに基づいて前記可変表示
装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段と、
　前記特別決定番号設定手段により設定された特別決定番号と前記通常決定番号設定手段
により設定された通常決定番号とに基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビット毎に
該入賞が当該ゲームにおいて許容されているか否かを特定可能な異常入賞判定用データを
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設定する異常入賞判定用データ設定手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出された後、該導出された表示結果に基づいて入賞の
種類毎に割り当てられたビット毎に該入賞が発生したか否かを特定可能な入賞結果データ
を設定する入賞結果データ設定手段と、
　前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用データ及び前記入
賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り
当てられたビット同士の値を演算する演算手段と、
　前記演算手段により算出された各ビットの値に基づいて異常入賞か否かを判定する異常
入賞判定手段と、
　備えることを特徴としている。
　この特徴によれば、いずれか１つの入賞の発生を許容する旨が決定されたか、複数種類
の入賞の発生を許容する旨が決定されたか、に関わらず、特別入賞の発生を許容する旨が
決定されたか否かを示す複数の特別決定番号からいずれか１つの特別決定番号が設定され
、通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否かを示す複数の通常決定番号からいずれ
か１つの通常決定番号が設定されるので、いずれか１つの入賞の発生を許容する旨が決定
されている状況であっても、複数種類の入賞の発生を許容する旨が決定されている状況で
あっても、ともに当該特別決定番号と通常決定番号とを用いて算出したアドレスに基づい
てデータ格納手段に格納されている導出制御データを選択すれば良く、導出制御データを
選択する際に、従来のように全ての入賞についての当選フラグを確認せずに済むので、導
出制御データを選択する際の処理を簡略化することができる。
　また、特別決定番号も通常決定番号もｎ（ｎは正の整数）ずつ規則的に増加する値であ
るため、従来のように当選した入賞に対して割り当てられたビットを１とする当選フラグ
、すなわち規則的に増加しない値を用いるよりも、特別決定番号と通常決定番号との組み
合わせに応じたアドレス、すなわち導出制御データを選択する際に用いるアドレスを簡単
な計算で算出することが可能となる。
　また、異常入賞か否かの判定を行う際には、異常入賞判定用データ及び入賞結果データ
において同一の種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を演算し、その結果を判定す
るのみで異常入賞か否かを判定することが可能となり、従来のように成立している入賞の
当選フラグのビットをわざわざ特定して、その特定したビットの値を確認する必要もない
ので、異常入賞か否かの判定を行う際の処理も簡略化することができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の手段８に記載のスロットマシンは、手段７に記載のスロットマシンであって、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記特別決定番号設定手段により設定された特
別決定番号と前記通常決定番号設定手段により設定された通常決定番号とに基づいて、入
賞の種類毎に割り当てられたビットのうち、当該ゲームにおいて許容されている入賞に割
り当てられたビットの値を０とし、当該ゲームにおいて許容されていない入賞に割り当て
られたビットの値を１とする異常入賞判定用データを設定し、
　前記入賞結果データ設定手段は、前記可変表示装置の表示結果が導出された後、入賞の
種類毎に割り当てられたビットのうち、該導出された表示結果に基づいて発生した入賞に
割り当てられたビットの値を１とし、該導出された表示結果に基づいて発生していない入
賞に割り当てられたビットの値を０とする入賞結果データを設定し、
　前記演算手段は、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用
データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の
種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理積演算し、
　前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０以外
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の値が１つでもある場合に異常入賞と判定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、異常入賞か否かの判定を行う際には、異常入賞判定用データ及び入
賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理積演算し
、その演算結果のうち、０以外の値が１つでもあるか否かを判定するのみで異常入賞か否
かを判定することが可能となり、従来のように成立している入賞の当選フラグのビットを
わざわざ特定して、その特定したビットの値を確認する必要もないので、異常入賞か否か
の判定を行う際の処理も簡略化することができる。
　尚、前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０
以外の値が１つでもある場合に異常入賞と判定しているが、前記演算手段により算出され
た各ビットの１と０を反転する演算を行った後、各ビットの値のうち、０が１つでもある
場合に異常入賞と判定するようにしても良い。
　また、前記演算手段が、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞
判定用データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて
同一の種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を否定論理積演算し、前記異常入賞判
定手段が、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０が１つでもある場合に
異常入賞と判定するようにしても良い。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の手段９に記載のスロットマシンは、手段７に記載のスロットマシンであって、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記特別決定番号設定手段により設定された特
別決定番号と前記通常決定番号設定手段により設定された通常決定番号とに基づいて、入
賞の種類毎に割り当てられたビットのうち、当該ゲームにおいて許容されている入賞に割
り当てられたビットの値を１とし、当該ゲームにおいて許容されていない入賞に割り当て
られたビットの値を０とする異常入賞判定用データを設定し、
　前記入賞結果データ設定手段は、前記可変表示装置の表示結果が導出された後、入賞の
種類毎に割り当てられたビットのうち、該導出された表示結果に基づいて発生した入賞に
割り当てられたビットの値を０とし、該導出された表示結果に基づいて発生していない入
賞に割り当てられたビットの値を１とする入賞結果データを設定し、
　前記演算手段は、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用
データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の
種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理和演算し、
　前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０が１
つでもある場合に異常入賞と判定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、異常入賞か否かの判定を行う際には、異常入賞判定用データ及び入
賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理和演算し
、その演算結果のうち、１つでも０があるか否かを判定するのみで異常入賞か否かを判定
することが可能となり、従来のように成立している入賞の当選フラグのビットをわざわざ
特定して、その特定したビットの値を確認する必要もないので、異常入賞か否かの判定を
行う際の処理も簡略化することができる。
　尚、前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０
が１つでもある場合に異常入賞と判定しているが、前記演算手段により算出された各ビッ
トの１と０を反転する演算を行った後、各ビットの値のうち、０以外の値が１つでもある
場合に異常入賞と判定するようにしても良い。
　また、前記演算手段が、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞



(12) JP 2008-183452 A5 2010.11.11

判定用データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて
同一の種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を否定論理和演算し、前記異常入賞判
定手段が、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０以外の値が１つでもあ
る場合に異常入賞と判定するようにしても良い。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　本発明の手段１０に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１～９のいずれかに
記載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される値データを、ゲーム毎に判定用値データとして判定領域に入力する値データ入力
手段と、
　前記入賞について、前記判定領域に入力された判定用値データに対して前記事前決定手
段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるように定めら
れた範囲特定データを記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　を備え、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記範囲特定データとして、遊技者にとって有利な特
別遊技状態への移行を伴う特別入賞及び該特別入賞以外の通常入賞の双方の発生を同時に
許容する旨を決定することとなる判定値の範囲を特定可能な重複範囲特定データを記憶し
、
　前記事前決定手段は、前記範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用値データが含まれるか否か
によって前記入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する許容判定手段を含み
、該許容判定手段により発生を許容する旨を示していると判定された入賞の発生を許容す
る旨を決定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、判定領域に入力された判定用値データが、重複範囲特定データによ
り特定される判定値の範囲に含まれる場合には、事前決定手段により特別入賞及び通常入
賞の双方の発生を同時に許容する旨が決定されることとなるため、ゲームの結果として通
常入賞が発生した場合に、特別入賞の発生が許容されていることに対して期待が持てる。
　尚、前記範囲特定データ記憶手段は、前記範囲特定データとして、前記特別入賞のみの
発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲を特定可能な単独範囲特定データと
、前記特別入賞及び前記通常入賞の双方の発生を同時に許容する旨を決定することとなる
判定値の範囲を特定可能な重複範囲特定データと、を記憶するようにしても良く、このよ
うにすれば、ゲームの結果として通常入賞が発生しなかった場合でも、特別入賞の発生が
許容されていることが否定されないので、このような状況においても特別入賞の発生に対
する遊技者の期待感を持続させることができる。
　また、前記範囲特定データ記憶手段は、前記範囲特定データとして、前記通常入賞のみ
の発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲を特定可能な単独範囲特定データ
と、前記特別入賞及び前記通常入賞の双方の発生を同時に許容する旨を決定することとな
る判定値の範囲を特定可能な重複範囲特定データと、を記憶するようにしても良く、この
ようにすれば、ゲームの結果として通常入賞が発生した場合でも、特別入賞の発生が許容
されていることが否定されないので、このような状況においても特別入賞の発生に対する
遊技者の期待感を持続させることができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の手段１１に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１～１０のいずれか
に記載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される値データを、ゲーム毎に判定用値データとして判定領域に入力する値データ入力
手段と、
　遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞について、前記判定領域に
入力された判定用値データに対して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定すること
となる判定値の範囲が特定可能となるように定められた範囲特定データを記憶する特別入
賞用範囲特定データ記憶手段と、
　前記特別入賞以外の通常入賞について、前記判定領域に入力された判定用値データに対
して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能
となるように定められた範囲特定データを記憶する通常入賞用範囲特定データ記憶手段と
、
　を備え、
　前記事前決定手段が前記特別入賞の発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範
囲は、前記事前決定手段が前記通常入賞の発生を許容する旨を決定することとなる判定値
の範囲と重複する判定値の範囲を含み、
　前記事前決定手段は、
　前記通常入賞用範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより特定される
判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用値データが含まれるか否かによって前
記通常入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する通常入賞許容判定手段と、
　前記特別入賞用範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより特定される
判定値の範囲に、前記通常入賞許容判定手段が判定に用いるのと同一の前記判定用値デー
タが含まれるか否かによって前記特別入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定
する特別入賞許容判定手段と、
　を含み、
　該事前決定手段は、
　前記通常入賞許容判定手段及び前記特別入賞許容判定手段の双方によって入賞の発生を
許容する旨を示しているか否かの判定を行い、
　前記通常入賞許容判定手段及び前記特別入賞許容判定手段の双方が入賞の発生を許容す
る旨を示していると判定した場合に前記通常入賞及び前記特別入賞双方の発生を許容する
旨を決定する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、判定領域に入力された判定用値データが、特別入賞の発生を許容す
る旨を決定することとなる判定値の範囲、通常入賞の発生を許容する旨を決定することと
なる判定値の範囲の双方に含まれる場合には、事前決定手段により特別入賞及び通常入賞
の双方の発生を同時に許容する旨が決定されることとなるため、ゲームの結果として通常
入賞が発生した場合に、特別入賞の発生が許容されていることに対して期待が持てる。
　尚、前記事前決定手段が前記特別入賞の発生を許容する旨を決定することとなる判定値
の範囲は、前記事前決定手段が前記通常入賞の発生を許容する旨を決定することとなる判
定値の範囲と重複しない判定値の範囲も含み、前記事前決定手段は、前記特別入賞許容判
定手段のみが入賞の発生を許容する旨を示していると判定した場合に前記特別入賞のみの
発生を許容する旨を決定し、前記通常入賞許容判定手段及び前記特別入賞許容判定手段の
双方が入賞の発生を許容する旨を示していると判定した場合に前記通常入賞及び前記特別
入賞双方の発生を許容する旨を決定するようにしても良く、このようにすれば、ゲームの
結果として通常入賞が発生しなかった場合でも、特別入賞の発生が許容されていることが
否定されないので、このような状況においても特別入賞の発生に対する遊技者の期待感を
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持続させることができる。
　また、前記事前決定手段が前記通常入賞の発生を許容する旨を決定することとなる判定
値の範囲は、前記事前決定手段が前記特別入賞の発生を許容する旨を決定することとなる
判定値の範囲と重複しない判定値の範囲を含み、前記事前決定手段は、前記通常入賞許容
判定手段のみが入賞の発生を許容する旨を示していると判定した場合に前記通常入賞のみ
の発生を許容する旨を決定し、前記通常入賞許容判定手段及び前記特別入賞許容判定手段
の双方が入賞の発生を許容する旨を示していると判定した場合に前記通常入賞及び前記特
別入賞双方の発生を許容する旨を決定するようにしても良く、このようにすれば、ゲーム
の結果として通常入賞が発生した場合でも、特別入賞の発生が許容されていることが否定
されないので、このような状況においても特別入賞の発生に対する遊技者の期待感を持続
させることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の手段１２に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１～１１のいずれか
に記載のスロットマシンであって、
　遊技の制御を行うとともに、前記事前決定手段、前記決定番号設定手段、前記導出制御
データ記憶手段、前記導出制御データ選択手段、前記導出制御手段、前記異常入賞判定用
データ設定手段、前記入賞結果データ設定手段、前記演算手段及び前記異常入賞判定手段
を含むメイン制御手段を搭載したメイン制御基板と、
　前記メイン制御手段から送信された制御情報の受信に基づき演出の制御を行うサブ制御
手段を搭載したサブ制御基板と、
　前記メイン制御基板と前記サブ制御基板とを通信可能に接続する中継基板と、
　を備える、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、メイン制御基板とサブ制御基板とが中継基板を介して通信可能に接
続されており、メイン制御基板にサブ制御基板が直接接続されていないので、制御情報の
送信線等からメイン制御手段に対して外部から不正な信号が入力され、遊技の制御に影響
を与えられてしまうことを防止できる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明の手段１３に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１～１２のいずれか
に記載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段より入賞の発生が許容されるか否かが決定される割合が異なる複数種
類の許容段階のうちから、いずれかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段と、
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミングで所定の範囲内において更
新される値データを、ゲーム毎に判定用値データとして判定領域に入力する値データ入力
手段と、
　いずれかの入賞について、前記判定領域に入力された判定用値データに対して前記事前
決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるように
定められた範囲特定データを、前記複数種類の許容段階に共通して記憶するとともに、前
記許容段階に共通して判定値データが記憶されていない入賞について、前記判定領域に入
力された判定用値データに対して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定することと
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なる判定値の範囲が特定可能となるように定められた範囲特定データを、前記許容段階の
種類に応じて個別に記憶する範囲特定データ記憶手段と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、前記範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用値データが含まれるか否か
によって前記入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する許容判定手段を含み
、該許容判定手段により発生を許容する旨を示していると判定された入賞の発生を許容す
る旨を決定し、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記許容段階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定
データとして異なる判定値の範囲を特定可能な異範囲特定データと、前記許容段階の種類
に応じて個別に記憶する範囲特定データとして同一の判定値の範囲を示す同範囲特定デー
タとを、前記入賞の種類に応じて記憶する、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、範囲特定データ記憶手段には、いずれかの入賞について複数種類の
許容段階に共通して範囲特定データが記憶されているので、このように複数種類の許容段
階に共通して範囲特定データが記憶される入賞については、範囲特定データの記憶に必要
な記憶容量が少なくて済むようになる。すなわち入賞の発生を許容するか否かの決定のた
めに必要な範囲特定データのデータ量を抑えることができる。
　また、範囲特定データ記憶手段には、いずれかの入賞について複数種類の許容段階に共
通して範囲特定データが記憶されているとともに、他の入賞について許容段階の種類に応
じた範囲特定データが個別に記憶されており、この中には、許容段階の種類に応じて個別
に記憶する範囲特定データとして同一の判定値の範囲を示す同範囲特定データも含まれて
いる。範囲特定データは、許容段階に応じて事前決定手段が各々の入賞の発生を許容する
旨を決定する確率を決定するものとなるが、開発用の機種においては、この判定値データ
を微妙に調整しながらシミュレーションを行っていくのが通常である（当初の判定値デー
タを異なるものとしておく場合と、同じものとしておく場合とがあり得る）。そして、シ
ミュレーションの結果で得られた適切な判定値の範囲を量産用の機種に適用するものとし
ている。ここで、許容段階に応じて判定値の範囲を変化させながらシミュレーションを行
った結果として許容段階に関わらずに判定値の範囲が同じものとなったとしても、そのよ
うな種類の入賞は、そのまま許容段階の種類に応じて個別に範囲特定データを記憶させて
おけば良い。
　また、当初は許容段階の種類に応じて個別に同一の判定値の範囲を示す同範囲特定デー
タとして範囲特定データを記憶させておいた場合、シミュレーションの結果により当初登
録しておいた範囲特定データのままでよければ、そのまま同数範囲特定データとして範囲
特定データ記憶手段に記憶させておくことができる。シミュレーションの結果として当初
登録しておいた範囲特定データで問題があったときには、許容段階に応じて判定値の範囲
を変化させ、異数範囲特定データとして範囲特定データ記憶手段に記憶させることができ
る。このため、開発用の機種における範囲特定データの記憶態様を量産用の機種において
そのまま転用することができるので、最初の設計段階から量産用の機種に至るまでの開発
を容易に行うことができる。
　尚、範囲特定データを許容段階の種類に応じて個別に記憶するとは、必ずしも許容段階
の種類の数だけ個別に範囲特定データを記憶するものだけを意味するものではなく、全て
の許容段階の種類に共通して範囲特定データを記憶するのでなければ、これに含まれるも
のとなる。例えば、許容段階の種類が６種類（第１段階～第６段階）ある場合、第１～第
３段階までは共通、第４～第６段階までは共通といった場合も、範囲特定データを許容段
階の種類に応じて個別に記憶するものとなる。
　また、前記許容段階設定手段により設定可能な複数種類の許容段階は、前記事前決定手
段が入賞の発生を許容する割合がその全ての種類において互いに異なっていなければなら
ないというものではなく、一部の種類における前記許容する割合が他の種類における前記
許容する割合と異なっていれば良い。もっとも、全ての種類において異なっていることを
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妨げるものではない。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　また、上記各手段において、判定値の範囲を特定可能となるように定められた範囲特定
データとは、判定値の範囲を示すデータそのものであっても良いし、各入賞の判定値と判
定値の総数を記憶し、判定値の総数と各入賞の判定値から判定値の範囲を特定できるもの
であっても良い。また、最後に判定される入賞以外の判定値と判定値の総数を記憶し、判
定値の総数から最後に判定される入賞以外の判定値を除いた残りの判定値の範囲を、最後
に判定される入賞についての判定値の範囲として特定できるものであっても良い。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５１６】
　本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を変動表
示可能な可変表示装置（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロッ
トマシン（スロットマシン１）であって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に入賞について発生を許容するか否かを決
定する手段であり、１ゲームにつき複数種類の入賞の発生を許容する旨の決定を行うこと
が可能な事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる役の抽選、通常遊技状態においては特別役と
一般役とが同時に当選し得る）と、
　ｎ（ｎは正の整数）ずつ増加する値（本実施例におけるｎは１）であり、前記事前決定
手段の決定結果（特別役の当選番号と一般役の当選番号との組み合わせ）に対応して一意
的に定められた複数の決定番号から、前記事前決定手段の決定結果に対応する決定番号を
設定する決定番号設定手段（特別役の当選番号及び一般役の当選番号を用いて、決定番号
となる［４×特別役の当選番号＋一般役の当選番号］を算出し、Aレジスタに格納する処
理。但し、４は一般役の種類数）と、
　前記可変表示装置に表示結果を導出させる際に用いる導出制御データ（停止制御用デー
タの格納領域の先頭アドレスを示すインデックスデータ）を格納する導出制御データ格納
領域を含むデータ格納手段（ＲＯＭ４１ｂにおける停止制御用データのインデックス領域
）と、
　前記決定番号設定手段により設定された決定番号を用いて、前記データ格納手段の格納
領域に割り当てられたアドレスであり、前記決定番号に応じたアドレスを算出するアドレ
ス算出手段（１個目のインデックスデータの格納領域の先頭アドレス（ctrldata_index）
と決定番号を用いて、決定番号に対応するインデックスデータの格納領域の先頭アドレス
を算出する、具体的には［ctrldata_index＋２×決定番号］によってインデックスデータ
の格納アドレスを算出する処理）と、
　前記アドレス算出手段により算出されたアドレスに基づいて、前記導出制御データ格納
領域に格納されている導出制御データから前記決定番号に対応する導出制御データを選択
する導出制御データ選択手段（決定番号から算出されたアドレスに格納されているインデ
ックスデータを選択して、このインデックスデータを停止制御用データ格納ワーク（ctrl
data_ptr）に設定する処理）と、
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　前記導出制御データ選択手段により選択された導出制御データに基づいて前記可変表示
装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段（停止制御用データ格納ワーク（ct
rldata_ptr）に格納されているアドレスを参照することで取得される停止制御用データに
応じたリール停止制御処理）と、
　前記事前決定手段の決定結果に基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビット毎に該
入賞が当該ゲームにおいて許容されているか否かを特定可能な異常入賞判定用データ（許
容されている役に割り当てられたビットの値を０とし、許容されていない役に割り当てら
れたビットの値を１とする異常入賞判定用フラグ）を設定する異常入賞判定用データ設定
手段（特別役の当選番号及び一般役の当選番号を、許容されている役に割り当てられたビ
ットの値を１とし、許容されていない役に割り当てられたビットの値を０とする内部当選
フラグに変換する処理、及び内部当選フラグの全ビット反転により異常入賞判定用フラグ
へ変換する処理）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出された後、該導出された表示結果に基づいて入賞の
種類毎に割り当てられたビット毎に該入賞が発生したか否かを特定可能な入賞結果データ
（入賞した役に割り当てられたビットの値を１とし、入賞していない役に割り当てられた
ビットの値を０とする入賞図柄フラグ）を設定する入賞結果データ設定手段（全リールの
停止後にその停止図柄から入賞図柄フラグを作成する処理）と、
　前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用データ及び前記入
賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り
当てられたビット同士の値を演算する演算手段（異常入賞判定用フラグと入賞図柄フラグ
の論理積演算）と、
　前記演算手段により算出された各ビットの値に基づいて異常入賞か否かを判定する異常
入賞判定手段（論理積演算の結果が０か否かを判定し、０でない場合には、すなわち０以
外の値が１つでもある場合に異常入賞と判定する処理）と、
　前記ゲームの開始操作がなされたタイミング（スタートスイッチ７の検出時）で、乱数
値データ（内部抽選用の乱数）を取得する乱数値データ取得手段（ＣＰＵ４１ａによる乱
数取得処理）と、
　入賞の種類毎に、前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の
数を示す判定値数データ（判定値数）を記憶する判定値数データ記憶手段（ＲＯＭ４１ｂ
における役別テーブル及び判定値数の格納領域）と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、
　前記判定値数データ記憶手段に記憶された判定値数データ（判定値）を、入賞毎に順次
前記乱数値データ（内部抽選用の乱数）に加算する加算手段を含み、
　前記加算手段の加算結果が所定の範囲（０～６５５３５）を越えたか否かを判定し、該
所定の範囲を越えると判定されたときの加算を行った判定値数データに対応する入賞の発
生を許容する旨を決定する（内部抽選用の乱数と判定値数を加算した値がオーバーフロー
したか否かに基づいて、役の当選を判定する抽選処理）
　ことを特徴としている。
　本発明の請求項２に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を変動表
示可能な可変表示装置（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロッ
トマシン（スロットマシン１）であって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に入賞について発生を許容するか否かを決
定する手段であり、１ゲームにつき複数種類の入賞の発生を許容する旨の決定を行うこと
が可能な事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる役の抽選、通常遊技状態においては特別役と
一般役とが同時に当選し得る）と、
　ｎ（ｎは正の整数）ずつ増加する値（本実施例におけるｎは１）であり、前記事前決定
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手段の決定結果（特別役の当選番号と一般役の当選番号との組み合わせ）に対応して一意
的に定められた複数の決定番号から、前記事前決定手段の決定結果に対応する決定番号を
設定する決定番号設定手段（特別役の当選番号及び一般役の当選番号を用いて、決定番号
となる［４×特別役の当選番号＋一般役の当選番号］を算出し、Aレジスタに格納する処
理。但し、４は一般役の種類数）と、
　前記可変表示装置に表示結果を導出させる際に用いる導出制御データ（停止制御用デー
タの格納領域の先頭アドレスを示すインデックスデータ）を格納する導出制御データ格納
領域を含むデータ格納手段（ＲＯＭ４１ｂにおける停止制御用データのインデックス領域
）と、
　前記決定番号設定手段により設定された決定番号を用いて、前記データ格納手段の格納
領域に割り当てられたアドレスであり、前記決定番号に応じたアドレスを算出するアドレ
ス算出手段（１個目のインデックスデータの格納領域の先頭アドレス（ctrldata_index）
と決定番号を用いて、決定番号に対応するインデックスデータの格納領域の先頭アドレス
を算出する、具体的には［ctrldata_index＋２×決定番号］によってインデックスデータ
の格納アドレスを算出する処理）と、
　前記アドレス算出手段により算出されたアドレスに基づいて、前記導出制御データ格納
領域に格納されている導出制御データから前記決定番号に対応する導出制御データを選択
する導出制御データ選択手段（決定番号から算出されたアドレスに格納されているインデ
ックスデータを選択して、このインデックスデータを停止制御用データ格納ワーク（ctrl
data_ptr）に設定する処理）と、
　前記導出制御データ選択手段により選択された導出制御データに基づいて前記可変表示
装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段（停止制御用データ格納ワーク（ct
rldata_ptr）に格納されているアドレスを参照することで取得される停止制御用データに
応じたリール停止制御処理）と、
　前記事前決定手段の決定結果に基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビット毎に該
入賞が当該ゲームにおいて許容されているか否かを特定可能な異常入賞判定用データ（許
容されている役に割り当てられたビットの値を０とし、許容されていない役に割り当てら
れたビットの値を１とする異常入賞判定用フラグ）を設定する異常入賞判定用データ設定
手段（特別役の当選番号及び一般役の当選番号を、許容されている役に割り当てられたビ
ットの値を１とし、許容されていない役に割り当てられたビットの値を０とする内部当選
フラグに変換する処理、及び内部当選フラグの全ビット反転により異常入賞判定用フラグ
へ変換する処理）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出された後、該導出された表示結果に基づいて入賞の
種類毎に割り当てられたビット毎に該入賞が発生したか否かを特定可能な入賞結果データ
（入賞した役に割り当てられたビットの値を１とし、入賞していない役に割り当てられた
ビットの値を０とする入賞図柄フラグ）を設定する入賞結果データ設定手段（全リールの
停止後にその停止図柄から入賞図柄フラグを作成する処理）と、
　前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用データ及び前記入
賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り
当てられたビット同士の値を演算する演算手段（異常入賞判定用フラグと入賞図柄フラグ
の論理積演算）と、
　前記演算手段により算出された各ビットの値に基づいて異常入賞か否かを判定する異常
入賞判定手段（論理積演算の結果が０か否かを判定し、０でない場合には、すなわち０以
外の値が１つでもある場合に異常入賞と判定する処理）と、
　を備え、
　前記ゲームの開始操作がなされたタイミング（スタートスイッチ７の検出時）で、乱数
値データ（内部抽選用の乱数）を取得する乱数値データ取得手段（ＣＰＵ４１ａによる乱
数取得処理）と、
　入賞の種類毎に、前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の
数を示す判定値数データ（判定値数）を記憶する判定値数データ記憶手段（ＲＯＭ４１ｂ
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における役別テーブル及び判定値数の格納領域）と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、
　前記判定値数データ記憶手段に記憶された判定値数データ（判定値）を、入賞毎に順次
前記乱数値データ（内部抽選用の乱数）から減算する減算手段を含み、
　前記減算手段の減算結果が所定の範囲（０～６５５３５）を越えたか否かを判定し、該
所定の範囲を越えると判定されたときの減算を行った判定値数データに対応する入賞の発
生を許容する旨を決定する（内部抽選用の乱数から判定値数を減算した値がオーバーフロ
ーしたか否かに基づいて、役の当選を判定する抽選処理）
　ことを特徴としている。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５１７】
　本発明の手段１に記載のスロットマシンは、請求項１または２に記載のスロットマシン
であって、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記事前決定手段の決定結果に基づいて、入賞
の種類毎に割り当てられたビットのうち、当該ゲームにおいて許容されている入賞に割り
当てられたビットの値を０とし、当該ゲームにおいて許容されていない入賞に割り当てら
れたビットの値を１とする異常入賞判定用データ（許容されている役に割り当てられたビ
ットの値を０とし、許容されていない役に割り当てられたビットの値を１とする異常入賞
判定用フラグ）を設定し（特別役の当選番号及び一般役の当選番号を、許容されている役
に割り当てられたビットの値を１とし、許容されていない役に割り当てられたビットの値
を０とする内部当選フラグに変換して、内部当選フラグの全ビット反転により異常入賞判
定用フラグへ変換する）、
　前記入賞結果データ設定手段は、前記可変表示装置の表示結果が導出された後、入賞の
種類毎に割り当てられたビットのうち、該導出された表示結果に基づいて発生した入賞に
割り当てられたビットの値を１とし、該導出された表示結果に基づいて発生していない入
賞に割り当てられたビットの値を０とする入賞結果データ（入賞した役に割り当てられた
ビットの値を１とし、入賞していない役に割り当てられたビットの値を０とする入賞図柄
フラグ）を設定し（全リールの停止後にその停止図柄から入賞図柄フラグを作成し）、
　前記演算手段は、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用
データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の
種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理積演算（異常入賞判定用フラグと入賞
図柄フラグの論理積演算）し、
　前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０以外
の値が１つでもある場合に異常入賞と判定する（論理積演算の結果が０か否かを判定し、
０でない場合には、異常入賞と判定する）、
　ことを特徴としている。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５１８】
　本発明の手段２に記載のスロットマシンは、請求項１または２に記載のスロットマシン
であって、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記事前決定手段の決定結果に基づいて、入賞
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の種類毎に割り当てられたビットのうち、当該ゲームにおいて許容されている入賞に割り
当てられたビットの値を１とし、当該ゲームにおいて許容されていない入賞に割り当てら
れたビットの値を０とする異常入賞判定用データ（許容されている役に割り当てられたビ
ットの値を１とし、許容されていない役に割り当てられたビットの値を０とする異常入賞
判定用フラグ）を設定し（特別役の当選番号及び一般役の当選番号を、異常入賞判定用フ
ラグ（内部当選フラグ）に変換する、図３１に示す変形例）、
　前記入賞結果データ設定手段は、前記可変表示装置の表示結果が導出された後、入賞の
種類毎に割り当てられたビットのうち、該導出された表示結果に基づいて発生した入賞に
割り当てられたビットの値を０とし、該導出された表示結果に基づいて発生していない入
賞に割り当てられたビットの値を１とする入賞結果データ（入賞した役に割り当てられた
ビットの値を０とし、入賞していない役に割り当てられたビットの値を１とする入賞図柄
フラグ）を設定し（入賞した役に割り当てられたビットの値を１とし、入賞していない役
に割り当てられたビットの値を０とするデータを全ビット反転して入賞図柄フラグを作成
する、図３１に示す変形例）、
　前記演算手段は、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用
データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の
種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理和演算（異常入賞判定用フラグと入賞
図柄フラグの論理和演算、図３１に示す変形例）し、
　前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０が１
つでもある場合に異常入賞と判定する（論理和演算の結果、ＦＦＦＦＨ以外かどうか、す
なわち０が１ビットでも含まれているか否かを判定し、ＦＦＦＦＨ以外であれば異常入賞
と判定する、図３１に示す変形例）、
　ことを特徴としている。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５１９】
　本発明の手段３に記載のスロットマシンは、手段１に記載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる役の抽選）の決定結果（特別役の当選番号と一
般役の当選番号との組み合わせ）に基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビットのう
ち、当該ゲームにおいて許容されている入賞に割り当てられたビットの値を１とし、当該
ゲームにおいて許容されていない入賞に割り当てられたビットの値を０とする第１のデー
タ（許容されている役に割り当てられたビットの値を１とし、許容されていない役に割り
当てられたビットの値を０とする内部当選フラグ）を設定する第１データ設定手段（特別
役の当選番号及び一般役の当選番号を内部当選フラグに変換する処理）を備え、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記第１データ設定手段により設定された第１
のデータの各ビットの１と０を反転する演算を行うことにより第２のデータを算出し、該
算出した第２のデータを前記異常入賞判定用データとして設定する（内部当選フラグを全
ビット反転したものを異常入賞判定用フラグとする）、
　ことを特徴としている。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５２０】
　本発明の手段４に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１、２のいずれかに記
載のスロットマシンであって、
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　前記事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる役の抽選）の決定結果（特別役の当選番号と一
般役の当選番号との組み合わせ）に対応する前記異常入賞判定用データ（異常入賞判定用
フラグ）を記憶する異常入賞判定用データ記憶手段（取りうる当選番号の組み合わせに対
応する異常入賞判定用フラグの値そのものが格納された番号／フラグ変換テーブルの変形
例）を備え、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記事前決定手段の決定結果に対応して前記異
常入賞判定用データ記憶手段に記憶されている異常入賞判定用データを設定する（番号／
フラグ変換テーブルを利用して当選番号の組み合わせに応じた異常入賞判定用データに直
接変換する変形例）、
　ことを特徴としている。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５２１】
　本発明の手段５に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１、２のいずれかに記
載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる役の抽選）により入賞の発生を許容する旨が決
定されたか否かを特定可能な値である決定結果情報（当選番号）を記憶する決定結果記憶
手段（ＲＡＭ４１ｃにおける特別役格納ワーク（iwin_bonus）及び一般役格納ワーク（iw
in_gen））を備え、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記決定結果記憶手段に記憶されている値（当
選番号）を用いて予め定められた演算を行うことにより前記異常入賞判定用データを算出
し、該算出した異常入賞判定用データを設定する（当選番号が示す値分ビットをシフトす
る演算を行うことにより算出した内部当選フラグを全ビット反転したものを異常入賞判定
用フラグとする、図３２に示す変形例）、
　ことを特徴としている。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５２２】
　本発明の手段６に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１～５のいずれかに記
載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる役の抽選）により遊技者にとって有利な特別遊
技状態への移行を伴う特別入賞（特別役）の発生を許容する旨が決定されたか否かを特定
可能な値である特別決定結果情報（特別役の当選番号（ハズレを示す００Ｈを含む））を
記憶する特別決定結果記憶手段（ＲＡＭ４１ｃにおける特別役格納ワーク（iwin_bonus）
）と、
　前記事前決定手段により前記特別入賞以外の通常入賞（一般役）の発生を許容する旨が
決定されたか否かを特定可能な値である通常決定結果情報（一般役の当選番号（ハズレを
示す００Ｈを含む））を記憶する通常決定結果記憶手段（ＲＡＭ４１ｃにおける一般役格
納ワーク（iwin_gen））と、
　１ゲーム毎に、前記通常決定結果記憶手段に、当該ゲームの事前決定手段による前記通
常決定結果情報を設定する通常決定結果情報設定手段（内部抽選処理が行われる毎に、そ
の結果に基づいて一般役の当選番号を一般役格納ワーク（iwin_gen）に格納する処理）と
、
　前記事前決定手段により前記特別入賞の発生を許容する旨の決定がなされたときに、前
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記特別決定結果記憶手段に、当該ゲームの事前決定手段により決定された特別入賞の発生
が許容されている旨を特定可能な特別決定結果情報を設定し（特別役の当選が判定された
ときに、その旨を示す特別役の当選番号を特別役格納ワーク（iwin_bonus）に格納し）、
該特別決定結果情報を該許容された特別入賞が発生するまで維持するとともに（一度、特
別役格納ワーク（iwin_bonus）に特別役の当選番号が格納されることで、その後当該特別
役が入賞するまでその値をクリアせずに維持し）、該特別入賞が発生したときに、前記特
別決定結果記憶手段に、前記特別入賞の発生が許容されていない旨を特定可能な特別決定
結果情報（００Ｈ）を設定する特別決定結果情報設定手段（特別役が入賞したときに、特
別役格納ワーク（iwin_bonus）をクリアする処理）と、
　を備え、
　前記決定番号設定手段は、前記特別決定結果記憶手段に記憶されている値と、前記通常
決定結果記憶手段に記憶されている値と、を用いて所定の演算を行うことにより前記決定
番号を算出し、該算出した決定番号を設定する（所定の演算となる［４×特別役の当選番
号＋一般役の当選番号］を行うことにより決定番号を算出し、Ａレジスタに設定する）、
　ことを特徴としている。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５２３】
　本発明の手段７に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を変動表
示可能な可変表示装置（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロッ
トマシン（スロットマシン１）であって、
　前記可変表示装置の表示結果が導出される前に遊技状態の移行を伴う特別入賞（特別役
）及び該特別入賞以外の通常入賞（一般役）を含む入賞について発生を許容するか否かを
決定する手段であり、１ゲームにつき複数種類の入賞の発生を許容する旨の決定を行うこ
とが可能な事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる役の抽選、通常遊技状態においては特別役
と一般役とが同時に当選し得る）と、
　ｎ（ｎは正の整数）ずつ増加する値（本実施例におけるｎは１）であり、前記特別入賞
の発生を許容する旨が決定されたか否かを示す複数の特別決定番号（００Ｈ～０３Ｈの特
別役の当選番号）から、前記事前決定手段の決定結果に対応する特別決定番号を設定する
特別決定番号設定手段（特別役格納ワーク（iwin_bonus）に００Ｈ～０３Ｈから抽選結果
に応じた特別役の当選番号を設定する処理）と、
　前記ｎずつ増加する値であり、前記通常入賞の発生を許容する旨が決定されたか否かを
示す複数の通常決定番号から前記事前決定手段の決定結果に対応する通常決定番号を設定
する通常決定番号設定手段（００Ｈ～０４Ｈから抽選結果に応じた一般役の当選番号を一
般役格納ワーク（iwin_gen）に設定する処理）と、
　前記可変表示装置に表示結果を導出させる際に用いる導出制御データ（停止制御用デー
タの格納領域の先頭アドレスを示すインデックスデータ）を格納する導出制御データ格納
領域を含むデータ格納手段（ＲＯＭ４１ｂにおける停止制御用データのインデックス領域
）と、
　前記特別決定番号設定手段により設定された特別決定番号と前記通常決定番号設定手段
により設定された通常決定番号とを用いて、前記データ格納手段の格納領域に割り当てら
れたアドレスであり、前記特別決定番号と前記通常決定番号との組み合わせに応じたアド
レスを算出するアドレス算出手段（インデックスデータの格納領域の先頭アドレス（ctrl
data_index）または（ctrldata_index2）と特別役の当選番号と一般役の当選番号とに基
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づいて、特別役の当選番号と一般役の当選番号との組み合わせに対応するインデックスデ
ータの格納領域の先頭アドレスを算出する、具体的には、特別役の当選番号が０の場合に
は［ctrldata_index2＋２×一般役の当選番号］によってインデックスデータの格納アド
レスを算出し、特別役の当選番号が０以外の場合には［ctrldata_index＋２×（４×特別
役の当選番号＋一般役の当選番号）］によってインデックスデータの格納アドレスを算出
する処理。但し、４は一般役の種類）と、
　前記アドレス算出手段により算出されたアドレスに基づいて、前記導出制御データ格納
領域に格納されている導出制御データからいずれかの導出制御データを選択する導出制御
データ選択手段（算出されたアドレスに格納されている停止制御用データのインデックス
データを選択して、このインデックスデータを停止制御用データ格納ワーク（ctrldata_p
tr）に設定する処理）と、
　前記導出制御データ選択手段により選択された導出制御データに基づいて前記可変表示
装置に表示結果を導出させる制御を行う導出制御手段（停止制御用データ格納ワーク（ct
rldata_ptr）に格納されているアドレスを参照することで取得される停止制御用データに
応じたリール停止制御処理）と、
　前記特別決定番号設定手段により設定された特別決定番号と前記通常決定番号設定手段
により設定された通常決定番号とに基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビット毎に
該入賞が当該ゲームにおいて許容されているか否かを特定可能な異常入賞判定用データ（
許容されている役に割り当てられたビットの値を０とし、許容されていない役に割り当て
られたビットの値を１とする異常入賞判定用フラグ）を設定する異常入賞判定用データ設
定手段（特別役の当選番号及び一般役の当選番号を、許容されている役に割り当てられた
ビットの値を１とし、許容されていない役に割り当てられたビットの値を０とする内部当
選フラグに変換する処理、及び内部当選フラグを全ビット反転により異常入賞判定用フラ
グへ変換する処理）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出された後、該導出された表示結果に基づいて入賞の
種類毎に割り当てられたビット毎に該入賞が発生したか否かを特定可能な入賞結果データ
（入賞した役に割り当てられたビットの値を１とし、入賞していない役に割り当てられた
ビットの値を０とする入賞図柄フラグ）を設定する入賞結果データ設定手段（全リールの
停止後にその停止図柄から入賞図柄フラグを作成する処理）と、
　前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用データ及び前記入
賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の種類の入賞が割り
当てられたビット同士の値を演算する演算手段（異常入賞判定用フラグと入賞図柄フラグ
の論理積演算）と、
　前記演算手段により算出された各ビットの値に基づいて異常入賞か否かを判定する異常
入賞判定手段（論理積演算の結果が０か否かを判定し、０でない場合には、異常入賞と判
定する処理）と、
　備えることを特徴としている。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５２４】
　本発明の手段８に記載のスロットマシンは、手段７に記載のスロットマシンであって、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記特別決定番号設定手段により設定された特
別決定番号（特別役の当選番号）と前記通常決定番号設定手段により設定された通常決定
番号（一般役の当選番号）とに基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビットのうち、
当該ゲームにおいて許容されている入賞に割り当てられたビットの値を０とし、当該ゲー
ムにおいて許容されていない入賞に割り当てられたビットの値を１とする異常入賞判定用
データ（許容されている役に割り当てられたビットの値を０とし、許容されていない役に
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割り当てられたビットの値を１とする異常入賞判定用フラグ）を設定し（特別役の当選番
号及び一般役の当選番号を、許容されている役に割り当てられたビットの値を１とし、許
容されていない役に割り当てられたビットの値を０とする内部当選フラグに変換して、内
部当選フラグを全ビット反転により異常入賞判定用フラグへ変換し）、
　前記入賞結果データ設定手段は、前記可変表示装置の表示結果が導出された後、入賞の
種類毎に割り当てられたビットのうち、該導出された表示結果に基づいて発生した入賞に
割り当てられたビットの値を１とし、該導出された表示結果に基づいて発生していない入
賞に割り当てられたビットの値を０とする入賞結果データ（入賞した役に割り当てられた
ビットの値を１とし、入賞していない役に割り当てられたビットの値を０とする入賞図柄
フラグ）を設定し（全リールの停止後にその停止図柄から入賞図柄フラグを作成し）、
　前記演算手段は、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用
データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の
種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理積演算（異常入賞判定用フラグと入賞
図柄フラグの論理積演算）し、
　前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０以外
の値が１つでもある場合に異常入賞と判定する（論理積演算の結果が０か否かを判定し、
０でない場合には、異常入賞と判定する）、
　ことを特徴としている。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５２５】
　本発明の手段９に記載のスロットマシンは、手段７に記載のスロットマシンであって、
　前記異常入賞判定用データ設定手段は、前記特別決定番号設定手段により設定された特
別決定番号（特別役の当選番号）と前記通常決定番号設定手段により設定された通常決定
番号（一般役の当選番号）とに基づいて、入賞の種類毎に割り当てられたビットのうち、
当該ゲームにおいて許容されている入賞に割り当てられたビットの値を１とし、当該ゲー
ムにおいて許容されていない入賞に割り当てられたビットの値を０とする異常入賞判定用
データ（許容されている役に割り当てられたビットの値を１とし、許容されていない役に
割り当てられたビットの値を０とする異常入賞判定用フラグ）を設定し（特別役の当選番
号及び一般役の当選番号を、許容されている役に割り当てられたビットの値を１とし、許
容されていない役に割り当てられたビットの値を０とする内部当選フラグに変換し、内部
当選フラグをそのまま異常入賞判定用フラグとして設定する処理、図３１の変形例）、
　前記入賞結果データ設定手段は、前記可変表示装置の表示結果が導出された後、入賞の
種類毎に割り当てられたビットのうち、該導出された表示結果に基づいて発生した入賞に
割り当てられたビットの値を０とし、該導出された表示結果に基づいて発生していない入
賞に割り当てられたビットの値を１とする入賞結果データ（入賞した役に割り当てられた
ビットの値を０とし、入賞していない役に割り当てられたビットの値を１とする入賞図柄
フラグ）を設定し（全リールの停止後にその停止図柄において入賞した役に割り当てられ
たビットの値を１とし、入賞していない役に割り当てられたビットの値を０とするデータ
を全ビット反転することにより入賞図柄フラグを作成する、図３１に示す変形例）、
　前記演算手段は、前記異常入賞判定用データ設定手段により設定された異常入賞判定用
データ及び前記入賞結果データ設定手段により設定された入賞結果データにおいて同一の
種類の入賞が割り当てられたビット同士の値を論理和演算（異常入賞判定用フラグと入賞
図柄フラグの論理和演算）し、
　前記異常入賞判定手段は、前記演算手段により算出された各ビットの値のうち、０が１
つでもある場合に異常入賞と判定する（論理和演算の結果、ＦＦＦＦＨ以外かどうか、す
なわち０が１ビットでも含まれているか否かを判定し、ＦＦＦＦＨ以外であれば異常入賞
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と判定する、図３１に示す変形例）、
　ことを特徴としている。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５２６】
　本発明の手段１０に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１～９のいずれかに
記載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる役抽選）により決定を行う前に、所定のタイミ
ング（スタートスイッチ７の検出時）で所定の範囲（０～６５５３５）内において更新さ
れる値データを、ゲーム毎に判定用値データ（内部抽選用の乱数）として判定領域（ＣＰ
Ｕ４１ａのＨＬレジスタ）に入力する値データ入力手段（ＣＰＵ４１ａによる乱数取得処
理）と、
　前記入賞について、前記判定領域に入力された判定用値データに対して前記事前決定手
段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるように定めら
れた範囲特定データ（判定値数）を記憶する範囲特定データ記憶手段（ＲＯＭ４１ｂにお
ける役別テーブル及び判定値数の格納領域）と、
　を備え、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記範囲特定データとして、遊技者にとって有利な特
別遊技状態への移行を伴う特別入賞（特別役）及び該特別入賞以外の通常入賞（一般役）
の双方の発生を同時に許容する旨を決定することとなる判定値の範囲を特定可能な重複範
囲特定データ（ビッグボーナス（１）＋チェリー、ビッグボーナス（２）＋チェリー、チ
ャレンジボーナス＋チェリーに対応する判定値数）を記憶し、
　前記事前決定手段は、前記範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用値データが含まれるか否か
によって前記入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する許容判定手段（内部
抽選用の乱数と判定値数を加算した値がオーバーフローしたか否かに基づいて、役の当選
を判定する抽選処理）を含み、該許容判定手段により発生を許容する旨を示していると判
定された入賞の発生を許容する旨を決定する（内部抽選用の乱数と判定値数を加算した値
がオーバーフローした場合に、その役を当選とする）、
　ことを特徴としている。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５２７】
　本発明の手段１１に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１～１０のいずれか
に記載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる役の抽選）により決定を行う前に、所定のタイ
ミング（スタートスイッチ７の検出時）で所定の範囲（０～６５５３５）内において更新
される値データを、ゲーム毎に判定用値データ（内部抽選用の乱数）として判定領域（Ｃ
ＰＵ４１ａのＨＬレジスタ）に入力する値データ入力手段（ＣＰＵ４１ａによる乱数取得
処理）と、
　遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞（特別役）について、前記
判定領域に入力された判定用値データに対して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決
定することとなる判定値の範囲が特定可能となるように定められた範囲特定データ（特別
役の判定値数）を記憶する特別入賞用範囲特定データ記憶手段（ＲＯＭ４１ｂにおける特
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別役用の役別テーブル及び特別役の判定値数の格納領域、実施例１の変形例）と、
　前記特別入賞以外の通常入賞（一般役）について、前記判定領域に入力された判定用値
データに対して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範囲
が特定可能となるように定められた範囲特定データ（一般役の判定値数）を記憶する通常
入賞用範囲特定データ記憶手段（ＲＯＭ４１ｂにおける一般役用の役別テーブル及び一般
役の判定値数の格納領域、実施例１の変形例）と、
　を備え、
　前記事前決定手段が前記特別入賞の発生を許容する旨を決定することとなる判定値の範
囲は、前記事前決定手段が前記通常入賞の発生を許容する旨を決定することとなる判定値
の範囲と重複する判定値の範囲（一般役、特別役が重複して当選する判定値の範囲）を含
み、
　前記事前決定手段は、
　前記通常入賞用範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより特定される
判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用値データが含まれるか否かによって前
記通常入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する通常入賞許容判定手段（内
部抽選用の乱数と一般役の判定値数を加算した値がオーバーフローしたか否かに基づいて
、一般役の当選を判定する抽選処理）と、
　前記特別入賞用範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより特定される
判定値の範囲に、前記通常入賞許容判定手段が判定に用いるのと同一の前記判定用値デー
タが含まれるか否かによって前記特別入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定
する特別入賞許容判定手段（内部抽選用の乱数と特別役の判定値数を加算した値がオーバ
ーフローしたか否かに基づいて、特別役の当選を判定する抽選処理）と、
　を含み、
　該事前決定手段は、
　前記通常入賞許容判定手段及び前記特別入賞許容判定手段の双方によって入賞の発生を
許容する旨を示しているか否かの判定を行い（一般役の当選を判定する抽選処理と特別役
の当選を判定する抽選処理との双方を別個に行い）、
　前記通常入賞許容判定手段及び前記特別入賞許容判定手段の双方が入賞の発生を許容す
る旨を示していると判定した場合に前記通常入賞及び前記特別入賞双方の発生を許容する
旨を決定する（一般役の当選を判定する抽選処理、特別役の当選を判定する抽選処理の双
方で当選が判定された場合には、当選と判定された一般役及び特別役の双方を当選とする
）、
　ことを特徴としている。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５２８】
　本発明の手段１２に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１～１１のいずれか
に記載のスロットマシンであって、
　遊技の制御を行うとともに、前記事前決定手段、前記導出制御データ選択手段、前記導
出制御手段、前記異常入賞判定用データ設定手段、前記入賞結果データ設定手段、前記演
算手段及び前記異常入賞判定手段を含むメイン制御手段（ＣＰＵ４１ａ、ＲＯＭ４１ｂ、
ＲＡＭ４１ｃ、Ｉ／Ｏポート４１ｄを含むメイン制御部４１）を搭載したメイン制御基板
（遊技制御基板４０）と、
　前記メイン制御手段から送信された制御情報（コマンド）の受信に基づき演出の制御を
行うサブ制御手段（サブ制御部９１）を搭載したサブ制御基板（演出制御基板９０）と、
　前記メイン制御基板と前記サブ制御基板とを通信可能に接続する中継基板（中継基板８
０）と、
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　を備える、
　ことを特徴としている。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５２９】
　本発明の手段１３に記載のスロットマシンは、請求項１、２、手段１～１２のいずれか
に記載のスロットマシンであって、
　前記事前決定手段（ＣＰＵ４１ａによる役の抽選）より入賞の発生が許容されるか否か
が決定される割合（当選確率）が異なる複数種類の許容段階（設定値）のうちから、いず
れかの許容段階を選択して設定する許容段階設定手段（ＣＰＵ４１ａによる設定変更処理
）と、
　前記事前決定手段により決定を行う前に、所定のタイミング（スタートスイッチ７の検
出時）で所定の範囲（０～６５５３５）内において更新される値データを、ゲーム毎に判
定用値データ（内部抽選用の乱数）として判定領域（ＣＰＵ４１ａのＨＬレジスタ）に入
力する値データ入力手段（ＣＰＵ４１ａによる乱数取得処理）と、
　いずれかの入賞（リプレイ、状態番号３のベル、状態番号２及び３のチェリー）につい
て、前記判定領域に入力された判定用値データに対して前記事前決定手段が発生を許容す
る旨を決定することとなる判定値の範囲が特定可能となるように定められた範囲特定デー
タ（判定値数）を、前記複数種類の許容段階（設定値１～６）に共通して記憶するととも
に、前記許容段階に共通して判定値データが記憶されていない入賞（ビッグボーナス（１
）（＋チェリー）、ビッグボーナス（２）（＋チェリー）、チャレンジボーナス（＋チェ
リー）、状態番号０～２のベル、及び状態番号０、１のチェリー）について、前記判定領
域に入力された判定用値データに対して前記事前決定手段が発生を許容する旨を決定する
こととなる判定値の範囲が特定可能となるように定められた範囲特定データ（判定値数）
を、前記許容段階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定データ記憶手段（ＲＯＭ４１ｂ
における役別テーブル及び判定値数の格納領域）と、
　を備え、
　前記事前決定手段は、前記範囲特定データ記憶手段に記憶された範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に、前記判定領域に入力された判定用値データが含まれるか否か
によって前記入賞の発生を許容する旨を示しているか否かを判定する許容判定手段（内部
抽選用の乱数と判定値数を加算した値がオーバーフローしたか否かに基づいて、役及び役
の当選を判定する抽選処理）を含み、該許容判定手段により発生を許容する旨を示してい
ると判定された入賞の発生を許容する旨を決定し（内部抽選用の乱数と判定値数を加算し
た値がオーバーフローした場合に、その役を当選とする）、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記許容段階の種類に応じて個別に記憶する範囲特定
データとして異なる判定値の範囲を特定可能な異範囲特定データ（ビッグボーナス（１）
（＋チェリー）、ビッグボーナス（２）（＋チェリー）、チャレンジボーナス（＋チェリ
ー）、状態番号０～２のベル、状態番号０のチェリーの判定値数）と、前記許容段階の種
類に応じて個別に記憶する範囲特定データとして同一の判定値の範囲を示す同範囲特定デ
ータ（状態番号１のチェリーの判定値数）とを、前記入賞の種類に応じて記憶する、
　ことを特徴としている。
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